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令和元年９月２７日 

地域密着型サービス運営推進会議報告書兼議事要旨 

厚生労働省令第３４号（平成１８年３月１４日）第１０８条の規定に基づ

き、令和元年９月２５日に運営推進会議を開催したので、その記録を作成し、

これを公表します。 

千葉県長生郡白子町幸治３０７９番地３ 

設置主体）株式会社 相 生 

代表者）代表取締役 萩原 将之 

 

事業所及び事業主体の概要 

 

【事業所】ゆうなぎ九十九里 

（認知症対応型共同生活介護 通称：グループホーム） 

（介護保険事業所番号）１２７５９００２１３ 

（所在地）〒２８３－０１０２千葉県山武郡九十九里町小関２３１６番地１ 

電話０４７５（７０）７３３３ ＦＡＸ０４７５（７０）７３３５ 

（開設年月日及び共同生活住戸と利用定員） 

平成１７年１０月 １日開設、利用定員９人（一番館） 

平成２３年 ４月 １日開設、利用定員９人（二番館） 

 

 

【事業主体】 

〒２９９－４２１６ 千葉県長生郡白子町幸治３０７９番地３ 

（商 号）株式会社 相 生（かぶしきがいしゃそうせい） 

（代表者）代表取締役 萩原 将之 

電話０４７５（３６）５７１１ ＦＡＸ０４７５（３６）５７１２ 
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運営推進会議の概要 

日  時：令和元年９月２５日 １３時４０分から１４時４０分 

会  場：当ホーム二番館のリビングダイニング 

出席者：運営推進会議の構成 

 

当ホーム 

・設置主体）株式会社相生 代表者）代表取締役 萩原 将之 

・計画作成担当者 内山 貴司（一・二番館担当、介護支援専門員） 

 

委 員 

・ 地 域 住 民 ２名（近隣の住民） 

・ ちどりの会（ボランティア団体） １名 

・ 当町健康福祉課職員       １名 

 

（議題） 

１．入居者情報（保険者、要介護度等） 

２．ゆうなぎかわら版の内容について（８月号） 

３．台風発生時における当ホームの対応について 
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（議事要旨） 

 前回の運営推進会議（７月２２日）から今日までの施設や入居者の様子つい

て、『ゆうなぎかわら版８月号』をもとに解説を行う。ほか、統計資料を配布

して、入居者の要介護度（要支援を含む）別の人数、性別、年齢、入居前に住

んでいた市町村（保険者）について説明する。 

 

１．入居者情報（保険者、要介護度等） 

内山）７月の運営推進会議の時から、当町を保険者とする入居者が２名増加、１

４名となっている。前回、７月２２日、運営推進会議当日に１名、８月下旬にい

ずれも二番館へ入居となった。茂原市、大網白里町、白子町を保険者とする入居

者については変動はない。要介護度別では、要介護３が６名と最も多く、次に要

介護４が４名。 

 

要介護３、４の認定を受けていても、車椅子等を使用していないことも珍しいこ

とではない。逆に、車椅子を使用しているからといって、要介護度が重いかとい

うと、そうではなく「日常生活を送る中で、見守りや声かけも含めて、どれだけ

他者の介助を必要とするのか」が介護度の判定基準となっている。年齢別では、

８０歳から８４歳が６名と最も多い。９０歳以上も４名おられる。 

※介護保険更新認定を受け、１０月から要介護１と者ががいる（９月現在までは

要支援２）。 

 

２．ゆうなぎかわら版の内容について 

８月号について、説明をする。 

１． 冒頭の言葉から 

内山）７月、当町小学生を対象にした認知症について学ぶ催しがあった。この

時のエピソードを冒頭の言葉とした。毎年この時期に開催、私が３年ほどスタ

ッフとして参加している。スタッフが、認知症の人が買い物をする場面を寸劇

で実演。実際に見てもらうことが、認知症への理解をより深めるのではないか

と思う。 
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２.室内での様子を撮影し、掲載 

内山）８月号では、入居者の室内での様子（食事の風景、洗濯物を畳んでいる

様子等）を掲載している。また、当ホームでのエアコンの使用についても最後

に記載をしている。 

 

３． ９月９日台風１５号上陸による被害等発生と当ホームの対応 

（１）当ホーム停電によって、当社全体の事業継続が困難 

萩原）本来であれば、かわら版９月号も配布をするところであるが、９月９日

に上陸した台風１５号の襲来を受け、当ホームは当日未明に停電、当日１７時

頃には断水により、当ホームの事業継続が困難、９月号に限り発行を断念し

た。 

 

その理由を、詳細は省くが、簡単に述べる。長生郡白子町にある当社本店なら

びに同種施設ゆうなぎ白子は停電も断水もなく、電話も通じていた。しかし、

当社本店と当ホームは、インターネットへの接続が当ホームを経由しており、

当ホームの停電によりインターネットを使うことができず、当社のシステムは

インターネットに依拠していることから、インターネットを通じた外部との通

信が遮断、あわせて、当ホームと当社本店間の通信ができないため、およそあ

らゆる事務機能が停止した。 

 

このことから得られた教訓としては、 

①当ホームが停電するとインターネットが使えずに当社全体の事業が継続しが

たいことから、どちらかが停電してもインターネットが使用できるようにする

こと、 

②現在の電話はＩＰ電話といい、停電時に使用できないが、当ホーム、当社ゆ

うなぎ白子にあっては、火災通報用に加入電話をそれぞれ敷設しており、停電

時にあっても使用できる。この電話を使って通信ができるようにすること、 

 

以上の２点であり、これらの仕組みを供給する当社取引業者と連携してまいり

たい。 
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（２）９月９日未明から１２日正午までのできごと 

事実の確認と状況認識が稚拙であった。私は、９日朝、自家用車で当社本店

（長生郡白子町）に出社したが、当社本店ならびにゆうなぎ白子については、

いつもと同じ朝を迎えていた。一方、当ホームが停電していることは承知して

いた。しかし、報道等から夕方頃には復旧するだろうとの見通しを有してい

た。 

 

当日午後１５時頃、当社本店を車で発し、当ホームに到着するや否や、折から

の暑さで一種、異様な雰囲気が見て取れた。一番館は西日がきつく、二番館は

一番館が西日をさえぎり、窓を開け放つと涼しい風が入ってきた。一番館も日

が落ちれば涼しい風が入った。しかし、１７時頃、水道局の広報車が断水を知

らせているのも耳に入り、当社本店にて使用のウォーターサーバーの水（１パ

ック７．８ℓ）を運ぶように指示した。この時点で、昨年、平成３０年９月、

大阪など近畿地方を中心にした台風２１号による停電で、復旧に２週間以上要

したことが想起され、無事であった当社ゆうなぎ白子への全館避難を考えるも

のの、報道等によって、明日には大丈夫だろうと、楽観的なバイアスに支配さ

れていた。 

 

この日の夕刻、日没前に、既に用意していた、工作機械メーカーの株式会社マ

キタ製のツールを使用し、夜間に備え、情報収集に努めるように指示した。 

【配布資料：当社における、マキタ製品の運用について】 

当ホームならびに当社ゆうなぎ白子で実際に使用しているマキタ製品につい

て、実物を稼働させ、資料を参照しながら説明した。これらの製品は、全てマ

キタの１８Ｖ６Ａｈないしは３Ａｈの充電池で稼働する。普段は各館に充電器

１台、充電式クリーナー（ＣＬ１８０ＦＤＲＦ／Ｗ）２台を配置、合計４台の

充電式クリーナーを使用させ、使用の都度、充電池を満充電する運用をしてい

る。 

 

１０日夕刻から、各館に配備の、充電式ＡＭＦＭラジオ（ＭＲ１０８）、ＬＥ

Ｄ照明（ＭＬ８０７）を稼働し、情報収集と照明に使用した。また、このラジ
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オと照明は、何れもＵＳＢ端子が付いており、夜勤の職員の携帯電話やタブレ

ットに充電することができた。 

 

これらの機器の配備は、昨年春頃から行っているものであるが、災害への備え

から行ったものではない。充電式クリーナー（ＣＬ１８０ＦＤＲＦ／Ｗ）を 

配備することによって、フロアの清掃時の自由度を上げることが目的であっ

た。これまでは、掃除機を使用する際には電源コードが付いていた訳だが、事

と次第によっては、フロアにいる入居者に背を向けることもしばしばであっ

た。しかし、電源コードのない充電式クリーナーであれば、掃除機に比べ格段

に自由度が上がり、入居者に背を向けることも少なくなることを期待して配備

したものである。 

 

一方、マキタの１８Ｖ６Ａｈないしは３Ａｈの充電池は汎用性が高く、マキタ

のさまざまな工作機械等に使用することができ、結果として、インパクトドラ

イバー、レシプロソー、チェーンソー、刈払機（草刈機）、ブロワーを配備す

ることとなり、修繕、庭の整備等に活用している。これは当社ゆうなぎ白子で

も同じである。 

 

９日の夜、帰宅後に、１０日朝に復旧の見込みがなければ、当ホーム全館、当

社ゆうなぎ白子への避難をすべきであると決意した。翌朝、当ホームに出社

し、復旧に関する報道等を鑑み、８時３０分頃から全館避難を開始した。当日

は定期の訪問診療や体調不良を訴えた入居者の救急搬送による入院、避難を解

するのがなかなか困難で、説得説諭を要する入居者がいるなどして、最終的に

は１６時３０分頃に全館避難を完了した。なお、当ホームへの全館帰宅は、１

２日（木）午前に開始し、正午までには完了した。 

 

委員）ゆうなぎ白子に避難せず、残っている入居者はいたのか。 

萩原）全員が避難した。ゆうなぎ白子は２階がグループホームであり、現在５

床の空きがある。そのため、ベッド上での対応が必要な者は２階の居室に入っ

た。また相部屋でもよいという者には、２名で１居室に入ってもらうなどし

た。１階には１０畳の和室が１、１０畳の洋室が続き間であり、和室には布団
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を敷き、洋室にはソファの配置を変えるなどして使用した。他に、１名の職員

が家族１名をともない、ゆうなぎ白子に避難し、１泊した。この職員は自宅が

停電と断水のため生活が困難ということであった。 

内山）普段と生活の場所が変わることで、不穏・不安症状等のある種の混乱が

あるかもしれないと考えていたが、夕食から就寝時まで特に混乱はみられてい

ない。入居者同士が「ここで寝たいよ」と気遣う様子もみられている。 

萩原）ゆうなぎ白子の被害がなく、通常に稼動できていたことが幸いであっ

た。広範囲にわたる停電のために、入居者の家族に電話連絡が取りにくい状況

があった。これは携帯電話の基地局も停電で一斉にダウンしてしまうことなど

が要因だという。このため、当社のホームページに台風被害の状況と避難の実

施について掲載をしようと考えたが、先に述べたように、当ホームのシステム

がダウンしていたため、当社もダウンしており、発信ができない。私の自宅

（千葉市中央区長洲）は幸いにも停電もなく、インフラに何も問題がなかった

ので、自宅に帰宅してからホームページを更新、情報発信に努めた。現在、多

くの家族がスマートフォンを利用しているため、そこから当社のホームページ

を見てもらえたらとの考えでもあるし、広報の一環でもある。 

委員）このような時、ゆうなぎ白子には、入居者以外の者の受け入れは可能な

のか。 

萩原）今回、職員の家族がそれに該当する。今後は、近隣住民の受入れをす

る。現に私たちは、当ホーム近隣住民において当ホームと同様の境遇にあっ

て、高齢で独居の住民を知っている。今思えば、なぜ、全館避難を発した時に

そこに思いを致すことができず、声をかけることができなかったのか。大いに

反省したい。ともに当社ゆうなぎ白子にお連れしても何ら問題はない。近隣と

の交際を改めて考え直したい。一方で、そういった需要は近隣のみならず、同

じ町内でも必ずあるはずなので、各機関との連携をより強固にする必要がある

と痛感している。実際、極論すれば、当社ゆうなぎ白子は何の問題もなく稼働

しており、立って半畳、寝て１畳と考えれば、受入れのキャパシティはまだま

だあった。 

委員）被災後、九十九里町役場で飲料水を配給してくれたことがありがたかっ

た。地域包括支援センターからもペットボトルの水を、６本程届けてくれて助

かった。 
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萩原）これまで私たちは全館避難を３回経験している。１度目は、平成２２年

２月チリ中部地震による津波、２度目は平成２３年３月東日本大震災、そして

今回である。手前味噌にはなるが、入居者が安全に事故なく避難ができたの

も、これまでの経験があったからかと、回顧している。 

 

【その他】 

委員）来月から消費税が１０％になるが、施設で何か対応はしているのか。消

耗品等、買いだめをしている人も多くいるようであるが。 

萩原）普段から消耗品等については、ある程度の量をまとめて購入している。

トイレットペーパー等は消費量も多いため、一般的な物よりも長く使用できる

タイプを購入している。また、法人需要の包括的な割引を得て購入しているの

で、特に対応の必要はないと考えている。 

 

次回の会議の日程を、１１月１８日（月）１３時３０分からと決し、散会し

た。 

以上 

 

 

 

本件のお問合せ先 

 グループホーム ゆうなぎ九十九里 

   内山 貴司 

           電話 0475-70-7333 



弊社における、マキタ製品の運用

レシプロソー

LED照明左、ハンディクリーナー（掃除機）として使用。右、バッテリーの充電。

この資料の写真、レシプロソー、LED照明、AMFMラジオ、インパクトドライ
バー、チェーンソー、刈払機、ブロワーの画像は株式会社マキタのWEBサ
イトからの引用。

AMFMラジオ インパクトドライバー チェーンソー 刈払機

ブロワー

右は、ゆうなぎ九十九里、停電時、運用の再現。ラ

ジオ、LED照明はUSB端子が付いており、携帯電話、

タブレット等の充電が可能で、停電による電話の不

通においても、役職員の携帯電話を充電しつつ、

夜間は照明を確保することができた。



 
 
弊社ＷＥＢサイトによる広報（まとめ）※28 日までＷＥＢサイトに掲載 
 

1 
 

2019.09.10 令和 1 年 9 月 10 日 
 
弊社ゆうなぎ九十九里は、本日 16 時 17 分、弊社ゆうなぎ白子に全館避難完了

しました。 
 
9 月 9 日早朝、本県千葉市付近に上陸した台風 15 号の風水害により本県は大規

模停電と、弊社ゆうなぎ九十九里が存する山武郡九十九里町は山武郡市広域水

道の断水により、適切な室温の維持と水分補給が困難となって、正常な事業継続

に支障を来し、もって、ご入居のお客様の身体、生命の危険を生じかねないとし

て本日 8 時 23 分に全館に、弊社ゆうなぎ白子への避難を命じました。 
 
一度に全てのお客様と役職員の避難には至らず、数度に分けて避難を実施し、本

日 16 時 17 分に最後のお客様と役職員の避難を完了しました。なお、この避難

は平穏かつ整然と行われ、けがや体調不良などを訴えるお客様、役職員はおりま

せんでした。 
 
また、ゆうなぎ九十九里にご入居のお客様は、弊社ゆうなぎ白子に設けられた寝

所において、本日 21 時 06 分頃に全て就寝されました。 
 
電力供給事業者の広報、各種報道等によれば、概ね明日 9 月 11 日以降復旧の見

通しとなっておりますが、通電と給水が正常になったのを確認し、正常な事業継

続に支障がないと弊社が判断しましたら、ゆうなぎ九十九里に帰宅する予定で

す。 
 
帰宅が完了しましたら、当ＷＥＢサイトにて広報いたします。 
 
また、停電のため、ゆうなぎ九十九里の電話・ファクシミリは不通です。お電話

は、弊社 TEL0475-36-5711 またはゆうなぎ白子 TEL0475-36-7188 までお願い

申し上げます。 
 

株式会社相生 代表者代表取締役社長 筒井将之 
 
 
 
 
 



 
 
弊社ＷＥＢサイトによる広報（まとめ）※28 日までＷＥＢサイトに掲載 
 

2 
 

2019.09.11 令和 1 年 9 月 11 日 
ゆうなぎ九十九里への全館帰宅判断と帰宅決行日時の決定は明日 12 日午前中 
 
弊社ゆうなぎ九十九里は昨日 10 日に弊社ゆうなぎ白子に全館避難していると

ころですが、本日夕刻 19 時頃のＮＨＫの報道によりますれば、完全復旧には

なお日数を要し 13 日頃に復旧の見込とのことから、本日 19 時 20 分に明日 12
日中の帰宅を断念、14 日以降の帰宅に向けて「ゆうなぎ九十九里帰宅計画」の

立案着手を開始しておりました。 
 
一方で、ゆうなぎ九十九里が存する山武郡九十九里町小関において、本日 6 時

30 分頃、山武郡市広域水道の通水が再開されました。また、本日 20 時 45 分

頃、電力供給事業者の懸命な尽力により、通電が再開されたとの報に接してお

ります。 
 
しかしながら、ゆうなぎ九十九里において、支障なく日常生活を送ることがで

きるかどうか、実地調査を実施し且つ慎重に検討し、ゆうなぎ九十九里への全

館帰宅については明日 12 日午前中に、帰宅決行日時を判断いたします。  
 
なお、ゆうなぎ九十九里の全館帰宅日時の決定については、弊社小職以下、実

地調査班を編成し明朝 12 日早朝に臨場、そのうえで判断いたします。 
 
詳細、続報については当ＷＥＢサイトにて広報いたします。 
 

株式会社相生 代表者代表取締役社長 筒井将之 
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2019.09.12 令和 1 年 9 月 12 日 
ゆうなぎ九十九里は、本日全館帰宅しました。 
 
弊社ゆうなぎ九十九里は、9 月 9 日台風 15 号による千葉県大規模停電及び断

水により、9 月 10 日から全館、弊社ゆうなぎ白子に避難しておりましたとこ

ろ、これを解除し、本日全館帰宅を完了しました。 
 
一昨日 10 日に弊社ゆうなぎ白子に全館避難しておりましたが、本日 6 時 20 分

頃弊社小職が実地調査を実施し、電気、水道、通信インフラの正常稼働を確認

し、7 時 47 分、既に前日に策定した「ゆうなぎ九十九里帰宅計画」の発動を本

日 8 時 55 分と決し命じました。  
 
弊社ゆうなぎ白子においてはこれを受けて、ゆうなぎ九十九里への帰宅行動に

着手し、一度に全てのお客様と役職員のゆうなぎ九十九里への帰宅には至ら

ず、数度に分けて帰宅、本日 11 時 57 分に最後のお客様と役職員の帰宅を完了

しました。 
 
帰宅後のお客様のご様子ですが、さすがにお疲れのようで、午睡を取られた

り、ソファなどに横になってうたた寝する方が多く見られました。また、中に

は本県の停電や断水の復旧状況に強く関心を抱き、テレビを熱心に夕刻までご

覧になられる方もみられました。なお、体調不良を訴えるお客様、現に体調を

崩しておられるお客様はおられません。 
 
ゆうなぎ九十九里全館避難と全館帰宅が円滑かつ事故もなく、平穏かつ整然と

実施できましたことは、停電や断水の大変な境遇であるにもかかわらず役職員

を快く弊社に出勤しますことをお許し下さった役職員のご家族、弊社お取引の

訪問診療関係事業者様、お取引先様、ご理解とご支援を賜りましたゆうなぎ九

十九里ご入居のお客様のご家族のおかげであります。 
 
本来でありましたら、みなさま、おひとりおひとりにお詫びと御礼のご挨拶に

伺うところではありますが、略儀ながら、当サイトにおいて御礼申し上げま

す。 
 

株式会社相生 代表者代表取締役社長 筒井将之 
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